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5r

評
しV

日
く「

ス
ぺ
、、ぶ
の
著
書
は
最
も
明
暸
な
る
實
例
ぜ
、.最
も
珍
奇
な
，る
統
計
の
觀
念
ビ
k

支
持
せ
&
れ
、
：且
ダ
敎

11
に

滿

ち

た.る
幾

多

の

考

察

^

父
べ
^
石

、
*

^
1£
じ
ぎ
_

集
合

^
過
ぎ
ず
じ
て
、
完
圣
な
名
統
計
學
の
論
著
に
％
非
ず
、
：_
全
攻
政
經

»
臀
の
論
著
に
：も
非
ず
、
卜
 ̂

正
し
さ
風
想
ど
確
實
な
る
知
識
ミ
の
、
.雜
然

^
:し
で
混
在
せ
る

1
.大
.混
爾
杧
る
な
り」

<
。
' 
故
に「

經
濟
學」

の
筆
は 

■

學
ゆ
範
豳

.の
決
定

^
始
る
.

「

科
學
は
^.
;
の
_
究
の
'及
び

#:
厶
範
圍

$
ぞ

0
.硏
究
の
目

.ざ
ず
目
的

^
を
明
確
^
定 

め
得
る

^
至
れ
る
璩
合
に
於
て
の
み

.、.眞
の
進
步
ヒ
來
じ
得
各
ネ
の

.で
&;
る」(

セ
.ィ「

經
濟
學
じ
上
卷
、
第
三
貢
、
增 

.井
幸
雄
譯)

'.
ハ

''
ぐ

」
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濟
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は
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政
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せ
區
別
ぜ
ら
れ
る
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前
考
は
祉
會
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諸
爾
望
ぞ
滿
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せ
し
む
べ
さ
富
が
、
如
何
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生
產
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ハ
分
配
さ
れ
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せ
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る
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や
を
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ぶ
る
學
な
る
^

對
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後
者
：は
社
會
の
«

^

治

的
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:
項

ば

富

の
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減

に

無
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係

な

る
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の
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が

が.
"：そ
れ
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辕

局
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接

的
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然

ふ
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が

ず
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v

富
ば
政
治
®

■
ぬ
ば
^
_
獨
奪
吖
名
0
で
あ
：る
。一
絕
^

民
：選
議
會
の
下
.

E

在
つ
て
雍
滅
せ
る
國
々
：名
亦
感
ぐ*
い
の
セ
ぎ
る
：。、
然
：厶̂:
:
#.
良

*,
-5
;:
.敗治
5:
_構
成
矿
る
原
則
 ̂

公
私
の
®
の
增
加
.の
基
礎
た
：る
原
.則
:̂
'

同

1
'以
研
究
中
^:
混
同)

せ

«5
'
氣
於
多
い
。
ジ
，エ'斗I

ム
ズ
•
.;
:■'ス

チ
：テ
ァ
？ 

卜
、「

經
濟
學
者」
等

皆

然

办

で

あ

る
.0. 

V

.:

經
濟
學

.は
惟

☆
政

治

學
§
範
圃
に
侵

.入
し6

る
.の
み
な
ら^
ー
農
土
，
瓶
業
等
の.範
|1
:
2:
:も
犯
し
た

.の
で
あ
る

。
. 

け
れ
共
若
し

' 
例
へ
ば
商
業
が
經
濟
學
の
一
部
分

？:
形
脱
す
る

.も
の

i
す
れ
ば
、'
.商業
の
凡
ゆ
る

a
類
は
當

M
1
濟 

擧
の

.

一

部
を
形

f

る
事

€
な
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
德
つ
て
海
土
商
業

.%
夺
の
：一
部
分
を
形
成
す
る
こ
ど
、
な
る 

ベ
く
、
.そ
.の
結
果
又
航
海
も
地
理
も
：
：
ど
云
ふ
が
如
く

^
、
底
.止
す
る
所
な

^
に
至
る
で
あ

&;
5'
.。
經
濟
學
が
農 

業
工
業
及
び
商
業
を
硏
究
す
る
ば
、
是
等
ウ
富
の
增
減
を
の

_
係
に
於
て
の
。み̂嗥
ら
る：

、
も
の
.で
：あ

るo.
人
間
の 

知
識
は
總
べ
て
相
亙
に

_
聯
せ
る
，も
：0
で

あ

る

.
。

故
^
接
觸
點
を

.
、
.
'-
即
ぢ
、
.是
等
の
知
識
ぞ
聯
絡
す
：る
聯
節
を
發
；見 

し
適
當

R
決
定
せ
む
乙
ど
^
努
む
る
を
要
す
る
。
か
く
て
始
め
て
各
部
門
に
關
し
て
、

一

層
的
確
な
る
知
識
を
得

、、
/ 

く

又

脅

^
そ
の
本
質
の
一
SI
を
な
せ
る
相
互
的
關
聯
の
、
那
邊

^
存
す
る
や
を
知
る

5:
得
べ

&
で
あ
る
。へ
前
揭
書 
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丄
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凡
そ
利
學
の
對
象
は
事
實
で
あ
る
。
.事
實

R
.は
ニ
種
あ
る
。I.
は
年
在
す
る
事
物

^
し
て
、
他
は
か
い
办
わ
取
か 

で
あ
る
。
而
しV

事働が如何様あるや

.、
並

び

趣

物

が

如

何

様

來

る

や

は

、
所
謂
事
物
の
本
性
を
構 

成
す
る
。
而
し
て
事
物

.の
本
性
：の
：：疋
確
な
る
觀
察
乙
ぢ
、マ
_
ゆ
.ふ
眞
理

0
唯

^

 ̂

の
で
あ
る
。

! 

Sし
：：、̂
に
於
て
i
物
學
の
如
■.
{、..■..事.物
を
，命
名
ル
分
；類
す.る
事
上
内
容
.
す
.る
把
.述
的

科

學

物

塊

擧

の

如
..く
、
、

«
,物
相

2
間
奶
行
耻
る
、
相
卫
的
舴

^
^
趟̂
言

^
れ
ぼ

與̂
因
結
凍

^
關
係
そ

^
も
し
む
义
經
驗
的
科
學V

の
別
を 

生
ず

.る
。
經

S
袖

科

學

て

は

:,
'
>
'
:
事

物

：の
：体

：來

め

性

質
:$
:翁
究
す
る
女

_

る

o
蓋
し
事
物
の
作
用
し
て
結
果 

を
生
ず
る
权
、：
事
物
：の
.本
性

^
甚

ズ

か

ら

-̂
あ
る

?:
0
-'
*

_の
本
性
ば
、
：峙

^
し
：て
細
心
な
る
分
析
の
み
^
依
々
て
知 

る
事
が
あ
：̂

文

!.
'
*■時
ど

し

て

：は

：そ

の

結

果
^
依
ら
な
紗
れ
ば
、
：参

完

全

に

知

3

,#
な

^
事
が
あ
る
。
何
れ

' 

R
し
て
も
、
；;#
に
：行
ス
實
驗

k

«ふ
，石

こ

ダ

の

不

可

能

な

る

揚

身

^
於
そ
は
、
，
分
析

k
ょ
ゲ
て
知
办
得
た
る
所
の
も 

の
を
確
め
む
が
爲
為

^
、
'
«察

'1
:
必
.要
^
す
る

0
而
し
て
經
傭
學
は
蓝

^
經
驗
的
科
學

^
厲
す
る

0 

.
從
來
猶
濟
摩
に
淤
て
は

’

適̂
を
橱
立
す
る

^
先
ち
び
洗
づ
顧
說
を
立
て
衣
ノ
然
る

^
そ
の
後

^
至
つ
て
、
ベ

I 

ら

,
以

，來

、
他

の

有.ゆ
る
科
學
の
進
步
に
多
大
の
實

«
食
致
せ
ズ
研
究
法
食
、：
»

*學
^
ネ
應
用
す
る

^
至
つ
た
。
 

詳
言
す
れ
ば

.、v
»籍
¥
經
驗
ー
に
依
6
て
眞
在
る
事
の
證

.明
せ
ら
れ
た
：る
事
實
で

^
け
れ
ば
眞
輝

^
認
：め
ず
、
之
ょ

.
6 

當
然

k
引
出
し
得
る
結
論
で
な

'け
れ
，ば
、

©
常
不
變
の
眞
理
ど
認

.：め

.ず
^
す
る
：所
の
經
驗
的
研
究
法

3:
,採
用
す
る

 ̂

至
，つ
た
の
で

1-
*
る
。(

俞
獨
書
八
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' 

'

:
經
镟
的
方
法
^
於
け
る
最
要
^
る」

問

題

は

、
.
：
事

實

を

如

何
ft
服
扱
：ふ
が
：の
：問
題
で
，あ
る

.。
：
.

セ
，.

ィ
は
々
1

コン

« 

來
の
方
法
を
用
ぅ
名
ビ
靡
す
る

^
,
 

V.

I
.コ：v

の
方
法
そ
の
も
の
は

,
.決
し
て
多
く
の
效
果
を
齎
ら
し
得
べ
さ
性
質； 

の

:4
の

re
な
い

o
«
^藤
め

形

_

を

如

る

爲

め

セ

如

何

に

多
く
の
事

實

.を

蒐

集

す

る

を
5?
す
る
か
を
思
ふ

0#
、

一
外 

擧

の
»
設

^
要

す

：る

事_
の

擻

は

、
眞̂

無

數

で

あ

ら

ぅ0
洵
に
.ポ
ァ
ン
ゝ
ヵ
レ
ー
の
言
へ
る
如
く
、
#

學

者
^
向
り 

S

,
、
：
'
太
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、

)

正

し

く

視
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ぐ

れ
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第

I
 

間
を
、況L

y
r

切
%
泥
し
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時
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^
故
於
.：て
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選_
の
：必
：要
街
注
：ず
名
。.故
^
，

ら
ひ
»

を

：
必

耍

^

せ

ず

';
'

'

填
^
根
本
的
{'
(
:
:し
^

眞
仏
有
カ
«
る
事
實
を 

に
^

れ
^

灰
_

し
袅
推
論
: ^

導
.

&

>

^

の
#

か

：る
：
事

實

ょ

：
办

珠

る

会

做

す

;6

來
.
：.る

％
.
の̂

し
^

、
«

の
#

因

：ょ*
^
.
來
^

も

の̂

あ
^

ざ
^

こ

ぞ

の

：確

實

を

期

す

る

|:
.

必
：
要̂

す
.
.る
の
み
-v

j
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ィ
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頁
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:

然
ら
ば
這
般
の
必
要
を
充
1
/2

ず

に

用

ぅ

ベ

：

&

論
现
的
方
法
如
何
9

泛
 

答
は
ゼ
、1

ル
を
俟
<>

て
與
へ
ら
れ
^

け

れ

ば

：衣

ら

ぬ

；
'

.'
';:'9 

冗
語
ら
る
.

、'
の
み
。

'

:
.旣
^
經
»
ビ
觀
蔡
は
黝
し
：至
法
の
重
：要
性
が
與
へ
；ら
る
ム
，以
土
：、へ.柚
象
的
論
法
％
非 

屬
t

る
'0
就
中
母
抽
象
的
夺
る
方
：法
ど
し
に
數
學
的
方
旗
は
--
1

奸
算
の
_

礎
^

^

件
を
翁
見
せ
む
事
は
：不
可
能
：
な

ビ

；
の理
由
を
以
て
排
除
せ
ら
私
る,0
:
:
:
數

學

的

方.隹
は

必

ず

，し
；も»數
的
方
法
に

非

ざ

急1*

は

、
：
セ
ィ
：の
腦
裡
R
:浮
び

*
ら

な

か
o
た

様

で

あ
.

a
デ
，
3 

' ■

.セ
ィ
の
方
法
論
的
立
場
描
亦
諸
先
人
の
方
.法
^

對
す
る
被
が
批
評
の
狍̂

看
取
せ
：&
れ
る
>

論
雛
は
.先
づ
n

p
學

者
J
R向
け

ら

れ

农

。

セ
、
ィ

に

從

ヘ

ば

紙

等

は

先

づ

事

物

の

本

性

、
即

ち

、
物
が
如
何
に
し
て

生
ず
る
.も
の
な
る
や
?:
*
察
し
、
次
k
そ
の
觀
m
を
分
類
し
、て
：之
上
々
通
有
性
を
鐵
き
出̂
の
方(

法
を
取
ら
ず
し
r
、

先
づ
.杣
.象
的
の
通
有
性
を
立
て
、
之
を
呼
ぶ
に
定
S!
の
名
?:
以

*L
ゥ
且
つ
之
を
以
.て
，そ
れ
自
ら
明
白
なcv 

e
言
じ

た

。

而

し

て

嫌

等

辟

次
k
個

々

の

事

實

を

、
：

；

是

等
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、
‘や

が

て

乙

れ

<]
::
6
1>
て
推
論
を
行
，は
む
6
す
る
も
の
で
あ
る
。

.

を
の
結
論
は
、
"前
提
が1

般
的
®.
る
が
故
K
、
.亦
：

」一

艇

^̂ 

當
の
性
質
及
び
生
產
^
關
す
る
も
の
^
至
：っ 

て
は
、」

#
遍
^

!
» >
な
ぅ
^
稱
せ
&
る
：:°
:富
の
.分
配
^
關
す
.る
も
の
は
::
;>

#定
：の
：國
の
特
定
の
制
度
に
依
っ
て
影
響 

を
蒙
る
の
傾
向
が
あ
る
げ
れ
ガ
も——

例
へ
ば
奴
«
制
度
、
»
物
法
又
ば
救
*
法
の
場
合
^
於
け
る
如
く—

事
物 

自
然
の
狀
態
5:
4

般
原
則
皮
U
て
定
め
.得
る
f
の
^
し
セ
：特
殊
0
妨
碍
原
_
化
侬
ク
て
生
：ず

る變
則
は
後
に
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參 

酌
し
得
る
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あ 
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濟
學
1_
'
.
忙
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度
の
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^

^
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^
理
«
看
做
す
べ
&
や
否
や
で
&
る
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>-
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を
假
說
的
^
 

"

「

經
濟
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^
段

ミ
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そ
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，
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を

、
：
：
比

：
較

判
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3

#
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關
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ヶ
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な
る
*
濟
學
者
ヒ
雖
も
y

«
際
^
人
類
が
か
ズ
の
如
く
造
ら
れ
た
：I

ミ
考
.ふ
る
も
の
忙
非
ず
O
Vた
ぐ
、
乙
の
型
式 

が
.

：
' 仅
つ
て
以V

 
'
經

»'
學

•̂
必
然
採
る
べ
ぎ
型
式
汶
る
が
故
の
み

.-
;
-
,
‘ 
•
，人
間
の
生
活
中
^
は

、富
.の
獲
得
を
以
て

、 

生
目
的
？

る
部
分
あ
々
，
經
濟
學
S

章

I

け
|

、
；.
§
部
分
の
み
：
I

f

唯

.

I

の
目
的
た
る
か
.の
如
ぐ
取
极
ふ
o
そ
は
事
實
ュ
ぅ
相
繁
せ
ず
し
で
、)

假
定
1

推
論
ず
。
そ
は
假
說
の
上 

建
て
ら
れ
た
々
.：
そ
れ
等
©
假
說
は
へ
.
'定

義

產

.名

稱

..の

下

汊

他

の

抽

象

的

科

寧
 

，
全

く

相

似

た

る

も

.の
な
 ̂

o
て
：
經
濟
學
は
假
.定
せ
ら
れ
た
る
前
提
よ
女
、：，恐
f

は
*
實
k
は
全
然
基
'か
ざ
る
7 

而
し
，て
i

、
遍
く
事
實
R
.1
致
す
る
事
を
.要
求
.せ
ら
れ
？

？

前
提
I

推
論
す
。
故

鐘

濟

學

の

結

論

は

、
 

幾
何
學
の
結
論
の
如
ぐ
？
抽
象
に
於
S

み
眞
f

 

J

x

l

e

t

l
 

f

シ
ィ“ 1、

ォK

は
，、，、
ル

の

.«
見
全
般
を
頗
る
.霊

.す
|

、
：愚

經

濟

學

を

以

：て
假
說
的
科
學
な
|

す
る
主
|

 

:は
、「

同
意
を
表
せ
：ず
、
'-
.之
|

疋
を
提
案
^
、「

甯
，ど
費
況
^
さ
悅
樂
ど
は
人
間
願
望
の
,

|

.對
象
な
$」

ビ
い
ふ 

ミk

の
假
定
に
代
ぅ
を
^「

务
れ
等
が
汎
く
不
斷
の
顧
裒
對
象
成
5

^
ど
：_の
敍
述
を
以
て
す
れ
ば
、
爾
後
の
推
論
が

 ̂

實
I

栽
礎
の
上
I

か
れ
，
寒
痛
觸
f

の
代
.

^
、
.眞
I

置

か

旬

 

I

人
は
¥

定
の
2

S

つ
.

て
、：：：

•勞
働
者
が
よ
l

i

銀
を
，
資
本
家
が
よ
I

I

利
5

、
地
主
が
よ

基

患

？

取
得
し
得
べ
し
甚
事
實
よ
ぅ
し

5

、
彼
等
が
確
E

か
く
I

す
べ
し

i

養

I

?

ザ
.の
で

な

い

も
人
は
妨
招
游
因
力
，衣
け
れ
ば
彼
等
は
か
く
行
爲
す.ベ，し
ど
推
論
し
#
る
^
書

な

い
o
然
し
、
苔

人

£

て

、
若

し

如

何I

.場
合
S

S
妨

碍

原

因

の
.存
在

を

豫

期
.し
5

1

、
：：亦

、
：
も

れ

等

が

如f

力 

を

以

：て

作

用

す

名

か

を

述

べ

得

る

な

ら
.吾
人

；は
斯
譽
の
假
說
的
取
：极

も

對

す

る

多

.il
t
. 

• 

. 

... 

.

:“，■:
對
す
.る
.
'

I..

切
の
反
駿
を
除
去
し
#
ベ
.く
フ
■然
も
■か
..、.
'
^
.
.

場
合
は
屢
5

存

す

：
，
べ
ヾ
さ
で
ー
；
あ

る

.

.ど

.

.、ゾ(

0̂

.自

.

.

.
1

泽
7
0
じ

i-ect:cresr 3Lect;cre. I
V
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：
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•

.
シ
ィ
！

1

ォ
ア
の
修
东
は
JE
當
.で
あ
る
。
然
も
そ
の
故
に
經
濟
學
の
&
說
性
は
否
定
せ
ら
れ
得
な
い
o
そ
れ
は
彼
自 

ら
が
言
へ
：る
如
く
、
事
物
自
然
の
狀
態
R
關
す
冬
理
#
で
あ
る
。
#
殊

的

事

情

：の
：看

過

シ
>:
妨
碍
原
因
の
缺
如
^
2: 

(

そ
?:
知

6
得
ざ
る
事
多
し〕

條
件
S
し
て
、
成
立
^
る
理
論
で
あ
る
。
^

^
假

說

姐

は

免-6
'
べ
，
か

ら

ざ

る

も

の

で

あ 

る
。
ミ
ル
ビ
雖
も「

仑
が
經
濟
學
の
必
然
採
る
べ
さ
型
式
な
.る
が
故
校
の
.
.み」

「

人
間
の
行
動
を
以
て
富
の
願
望
の
み 

ょ
6
生
ず
る
も
の
？
看
做
す」

R

®
ぎ
な
、s
b
;孰
れ
に
し
^7P

眞
に
現
實
的
な
ら
ざ
る
經
濟
學
5:
-
、

一

故
假
說
的W
 

稱
し
、：

他
は
一
定
.叹
條
件
の
下
.に
現
實
的
な
ぅ
$
云
ふ
に
す
ぎ
な
い
“。
牴
し
乍
ら
、
こ
の
'言
葉
の
差
違
.が
、
經
濟
理 

論
の
妥
當
性
^
對
す
る
雨
者
信
賴
の
度
合
を
、
表
示
す
る
は
免
：れ
難

s

o
ミ
グ
k
比
し
て
シ
ィ
ニ
ォ
ア
は
、
そ
の
理
論
. 

ビ
現
實
ど
の
間
隔
の
遙
R
狹
少
な
る
?:
信
じ0

、
「

經
濟
學
は
富
の
性
質
、
生
産
及
び
分
配
を
論
ず
る
の
科
學
な 

ど
定
義
し
た
の
で
あ
る
o
:::
':て
へ
',.
'

:
ン

V 
■ 
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*
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律

す

る

諸

法

則

を

、

そ

れ

摩

が

人

心

の

活

動̂
依

存

す

る

限

々
^
於

て

敍

述

す

る

科

學

ヒ

定

義

せ

ら

る>
を

可

^
す 

,

べ

し」

ど

-0
或

は

又

、.經
濟

學

者

は

、
富

の

生

產

又

.は

分

配̂
影

響

す

る

限

{

を

除

さ

他

の

物

質

科
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又
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神

科

學 
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携

る

事

な

し

ち
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100
2
-

-之
等

^
侬
ヴ
：
て

看
^

^
修

M;
は「

«
の

性

質」

を

削

除

せ

る

康

^

、

「

そ

れ

等 

が

人

心

の

活

動
^
侬

存

す

る

限
6
に

於

-1
:
し
^
齡

.加
^
る

0
1
1事
で
^;
る
> 
何

故

疼「
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;
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ず

る

事
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J
1

除
'せ
る
か
。
叉
、'何
故
化「

ル
心
办
活
動
云
々」

を
添
加
せ
る
か
0
.之
_
對
す
€
確 

v

 

f
私
の
爲
し
得
ざ
ネ
處

#
ぁ
る
。
^
'备

者

S

て
;̂
^
^
ル̂

 ̂

べ
ぎ
を
思
ふ
0 .
-み
？

ジ
ョ
ン
‘
‘ス
チ
"
.ァ
I
.ト
，
5

e
c
o
n
o
m
y

 
^

 

O
P ?
0
 

3
0
^
0
 ̂

 ̂

^

&

-

0
- 

^
に
現
れ
、
«
に
精
神
科
學一

般
の
方
法
論
ご
し

て
-~
1

論
琐
學
體
糸」

中
^
表
明
3

れ
た
。
兩
者
の
間
に
は
議
論
の
糈
疎
の
外
：̂
、
方
法
仑
の
も
の
に
就
い
て
見
解
の
_
 

違
が
存
す
る
^
.
,
.
.
:
/

:

先
づ
私
ば
#

著
^

就
い
>

纖
べ
る
く
.

:3
 

前
著
は
そ
の
褒
©

の
录
す
如
く
» '

濟
學
の
定
義
を
方
歡
叹
ユ
問
題
を
論
じ
て
^

る
？■

何
故
一一

問
週
^

論
じ
た
か
ヾ」

.い
へ
ば「

學

の

定

義

の

考

察

之

が

哲

學

的

方

法

：の
考
鑤

e
ぼ

、
：‘
.
不
可
分

^
連

絡

し

：て

ゐ

ぎ

か&
で

あ

る

运

导 

E
s
s
a
y
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一
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I
I年
^
ば
後
^「

論
理
學
體
系」

第ff
編
私
あ
が
ベ
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1
ー
1 :
論
法
の
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論
わ
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決
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(
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i
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i
o
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o
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h
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1

500
.
I
6
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ポ
00
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:
_
2言

馨

«.
の
定
» 1

及
び
 ̂

®
に
乙
の
時
に
萆 

せ
ら
.れ
た
の
.で
あ
る
。
；己
の
時
式
で
に
、
.'
:
、
、y
は
社
會
現
象
に
就
い
てI
の
蜇
要
な
る
結
論
に
遠
し
で
居
た
ャ
そ
れ

i
l
l
i
w
i
l
i
i
l
i
l
i
l
i
i
l
l
l

吵
意
味
化
就
い
；1:
^
硏
究
に
始
^

^
次
い
で
»

»

問̂
題
^
解

決
^
:努
：め
3
植
»

の
間
題
ば
後«
:に
ざ
れ
^

?

こ
れ 

は
先
づ
前
提
を«

-#
し
て
置
か
な
け
れ
ば
、
ぞ
れ
か
保
樅
理
を
す
る
事
が
沘
來

,

^

f

で
ぁ
：

0
:

把
：:
'0
®:
納

ビ

は

主
 

ビ

し
て
結
果
.の
原
因
を
發
見
ず
も
茨
法
で
，あ
'る
,:
0(

'
_然
科
學
^
於
で
0:
果
^
究
_
す
が
%
法
^:
會

^

^

ょ

ぅ

ど

企

て 

、
ゐ
る
'間

に

、''
_
故
此
輓
的
完
奢
攻
珠
學
^
於
て
は
，
、@-
ゲ
は
#

殊

お

私

：の

槪
©:
ゆ

依
0
て
個
々
:̂
考
.，へ
：
ら

.れ

た

る 

諸
原
因
吵
傾
向̂
遡
6
然
る
後
？
：乙
れ
等
個
々
：の
傾
向
か
：ら
、

'同

-
諸
原
因
の
結
合
の
結
果
を
推
理
す
る
事
を
知
つ 

た
。
：
を
乙.で
彼
は
自
跞
し
た
ぎ
：ヴ
演
雜
遒
漉
0:
究
極
敗
分
析
は
何.で
«>
;
る
が
_

。

®

か
^
之
に
對
し
て
.

何
等
の
光
明
を
％
投

1:
;
^

い
：
0:
で
>
:贱

ば

-

办
、：.
乙
れ
を
解
く
際
^
_
神
が
如
何
な

-5
:#

用
必
な
^

が
を
#

.

へ
：た
：。
そ
し
て
仑
の
場
合
カ
精
神
は
堪
な
る
加
算
を 

行
ふ
^

遒
莩
な
い
之
^

を
：知
り
^

。(

即
?>
:
:
4
^
^

 ̂

へ
、
Z

れ
.

寧
諸
結
嚴
0.

合

計
?:
以

て

合
 

成
的
結
果
だ
ど
ず
る
^

過
ぎ
な
い
€

を
_

つ
_

?

然

：
も

妣

の

知

ぎ

方

法

.
谈

ガ

學'
又

は

物

理

學
^

て

ぬ.
正

當

で

あ

る
%

:.
>

化

學

に

對

し
■

■

.

で

霞

：
：
：

^:

象

は

科

學
•か
、
そ
の
取
«

条

野
^

於

セ

、
.數

個

の
 

原

因

.
の

結

合

的

結

果

ど

同

-

諸

原
0:

個
令
の
生
ず
る
緒
果
の
合
計
.

ど
が
等
し
い
か
岙
か
砍
依
づ
そ
、

漱
は
.
演
歡
的

ビ 

な
々
、.
或
は
實
驗
的
ど
な
る
も
の
咚
お
を
な
を
參
、、.
グ
_

敎
へ
^

0

:

こ
の
：結
論
^'
:

^

意
義
女
有
す
.る
o
:總
て
の
肋
會
科
學
で
從
つ
が
«:
濟
學
^
演
櫸
的
_
學
如
_

6
主
張
す
ふ
逾
要
な
る
論
據
が
、
：こ
> 

R
®
が
れ
て
ぬ
る
か
ら
で
あ
る
。
.:
:
;洵
を

、
、
は̂
演
檸
的
方
法
を
_
_
_卿
解
じ
だ
0;
:
:
併

しZ
.ゝ
^:
行
«
つ
た
？
歸
納
法 

R
就S

て
充
分
な
筆
を
把
A

#
な
か
つ
允
か
：&
.で
あ
る
.。
へ.爾
■
3£
;
ヶ
_
間
彼
は
論
现
學
ゆ
論
述
ヒ
中
也
せ
_ね
ば
な
ら
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な
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論
ぜ
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め
範
園
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範
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猶
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必
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.0
: 

:
ァ
ブ
リ
ォ
.リ
.方
法
は
挺
.ち

.ー
 ̂

::

柚

譟

的

方

法

で 

あ
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^
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あ
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あ
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何

學
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は
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理
か
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ず
^
結
课
^
他
の
；原
理
か
^
生
.ず
る
赫
果
^
は
衝
突
も
な
い
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1

一
度
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な
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5
®明
^
れ
介
も
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ズ
の
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合

^
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^
あ
る
：：：'故
^
幾
何
：學
^
於
;^
^

互
^
相
殺
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修
诳
し
合
ふ
諸
源
因
の
，存
在
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承
認
す
る
余
她
が
な
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->
せ
幾
何
學
的
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會
理
論
ば
各
個
の
社
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親
靡
が
常
來
單
み
な
卷
::
'
>
;
'
即
ち
人
性
の
1
特
*
か
6
性
ず
る
ゼ
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像
す
る
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-0
、
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<

質
が
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<
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さ

^f
に
_
ざ
る
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俟
穴
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諸
性
質
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备
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赃
會
現
象
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澎

響

す
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セ

あ
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く
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會
現
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方
法
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、
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■
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作
用S

過
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♦

■

す
る
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^
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.
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演
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£
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方
法
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；當
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ゐ
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れ
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S
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殘
る
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の
方
蚀
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具
體
的
演
繹
法
で
あ
る
。.，既
述
の
如
く
、
社
''
#
現
象
^
於
け
る
諸
原
因
の
結
合.は
所
謂「

原
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の
合
成」

で
：あ
る
。
，故
^
.之
は
依
つ
て
生
じ
た
；る
結
果
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、
諸
原
因
個
:々0
結
果
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合
計
^
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し

い
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。
：
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會

現
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け
る
.事
情
の
极
雜
I

、
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則
自
身
の
數
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多S

事

f

生
じ
S
:で
、：.與
件
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特
別
片
多
敷
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あ
：墓

様
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あ
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ど
か
ら
生
ず
る
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即
ち
、
小
數
の法
則
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從
つ
て
該
結
果
を
作
る
R
共
力
す
る
荽
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樣
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あ
6

多
數
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あ
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'̂
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ら
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ず
る
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あ
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摩
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莱
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搜
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あ
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。
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.て
も
、
由
つ
て
以
て
眞
理
を
取
得
す
べ

&
權
ー
の
方
法
で
あ
る」

ど(

§
日
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れ
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#
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つ
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濉
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も
妨
碍
原
因
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後
則
七
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す
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ば
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依
り
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茴
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あ
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^
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れ
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れ
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原
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經
濟
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通
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^
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す
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^
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。
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濟
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濟
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を
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か
く
追
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す
る
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で
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定
の
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凝
合
如

|
ト：鄭
#
な
本
梧

»
好
生

#
兮

ぎ

れ

ヒ

、
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^
^
:

原
因
の
供
侧
か̂
決
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^
.
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^
^
:̂
:1
f
あ

る
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挪
:̂
ハ
；爾

繹

推1
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ネ
乙
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;

あ

名
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か
へ
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：名
演
棒
推
理
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■
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或
程
度
ま
で
、
吾
々
は
、
：

「

定
：の
原
因
結
合
か
ら
如
何
な
る
結
果
が
生
ず
べ

>
&か
、
''
又
如
何
な
る
原
：因
結
合
が
或
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定
の
結
果
を
生

^
ベ
ぷ
や
の
問
に
答
へ
る
之
ミ
が
出
ま
彡
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>
0
_
れ
^
%多
の
第
一
；

1

段
階

^
で
;̂
は

、
：：：备

の

結

論
R
多 

ぐ
の
疑
が
持
：た

れ

得

る
Q么
の

.疑
間
の
余
地
な
か
ち
^
む
名
'̂
の
が
檢
證
戈
あ
6
、：：
乙
：れ
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演
檸
法
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あ
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ハ
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i
^
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g
k
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2
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.然
ち

ば

要

れ

は

如

何.に
し
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爲̂
れ
.る
0
で
あ
る
か
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:
,
を
れ
は
雅
现
の
.結
論
を
莫
體
的
現
象
ぞ
れ
自
體
'

若
し
く
は
そ
れ
等
0
具
體
的
現
象
の
經
驗
的
法
則
气
照
合
す 

る
，乙W

に
依
つ
て
爲
3
れ
る
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兩
者
が
1
致

す

る

時

、
そ

办

推
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艤

す

る

に

足

る
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:な
る
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具
體
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演
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け
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猶
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オ
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推
理
そ
れ
自
身
で
な
^
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結
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ボ
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；
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娌
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.る
乏
^
.が
出
：來

だ

,0
^

考

.へ
^

#
れ
ば
な
ら
^
か
.

つ
：；：
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會
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介
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憚
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史
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取
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檢
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狀
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狀
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史
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、.；
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史
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«
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は
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又
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⑩
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濟
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^
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又
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^

^
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狄
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簿
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を
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る
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が
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；
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。

■•
•
•
•
•
か

く

て
'經
濟

學

な

る

名

稱

を

受

く

る

1.

科

學

が

建

設

せ
6
る

ベ

3
で

あ

る」

ど

。 

(
L
o
g

p-r
p
，. 

5
S
S
)

從
り
つ
て
は
；

^

策
を
采
信
な
ら
し
^
る
，の
過
«
的
任
務
条
す
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^
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被
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す
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^
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輸
本
叉
.ぬ
齡
»
ゆ
驗
*
^

&
免
れ
雛
い
。
：
：
：
'

こ
ミ
^

對̂
し
多
太
の
楚
敬
を
捧
ぐ
る—
A-
は
パ
ジ
ぞv

で
.あ
が
々
感
e
彼

ぬ

-
>
、
、
：

《

遺
®
裏

る

者

で

お

る

o 

:々
ッ'
.タ
V

R
從
へ
ば
-ミ
\
の
時
代
の
經
濟
‘

^
は
、
セ
ゾ
チ
メ
ゾ
タV

派
：ど
論
理
派
ど
の 

1

1
流

が

見

出

さ

れ

を

，

，

火

_
眞
の
_
愉

_
敵
澈
忙
共
通
«
る「

に

隹

^
^

「

論
.理
擧
：

J

の
最
後
の一

節
を
讀
み
、"
，
.ミ
ぞ
が
乘
v>
p
爲
す
、ペ
^
v
_fe
;

»細
來
#
者
_
を
^
で

、
ぃ
、
、
、
グ

於

歸

»;
的
、
 

膝
.史
_
、
11
:
會
學
的
甚
礎
の
上
に
ず
.、
ひ
：の
意
；圖
^
有
_
を
は
明
白
货
^:
を
o
然
ふ
垮
、1

_
經
_

_

演̂

|
|
;
#:
學

な
ら
じ
0-
る
^'
努
カ
じ
た
1-
;

M

し
r
:

:
丨
-
.：'
'ぐ：
ノ
 

V 

- 

' 

 ̂

: 

:■:
:
>
:へ，:

:'
:
、
；
';■

ン
最
後
^
私
が
未
觸
答
の
免
メ
^
残
レ
：̂

5 -
廳
間
題
_
答
ノ
へ
1
あ

^

^

^

。
 

 ̂

私
が
残
3

た
問
題
は
、、̂

^
於

で

揉

^
ゾ
.ォ
リ
.方
法」

.
^

「
具
^
^
^
^
:
歡」

_
が
同
一
な
6

や
否
^
の
問
題
、
之 

^
關

-«
1>
-
:
.
て
經
：濟
學
が
具
體
的
演
繹
法
の
®

に
あ
る
；や
否
や
の
問
題
及
，び
、
觸
史
的
方
法
は
經
濟
學
K
適
用
せ 

&
旮
べ
|:
.
#否
や
办
間
題
么
で
^
气

_. '•
 

.

第
；

1:

間
に
.對
し
で
は
、
私
は
兩
f
t0.
方
；̂
が
同一

で
あ
るV」

答
へ
る
’。’
第
ニ
間
:̂
對
し
1:
5-
‘
は
、
經
.濟
學
こ
を
且
へ
歡
一

的
演
釋
法
の
：適

用

を

受

：く

ベ

^

省
め
.

：; ^

考

：
へ
：
右

れ
- U

ビ
主
.

張
す
る
。ぃ
第
一

】

：

『

問
に
對
し
：て
は
歷
史
的
方
法
は
經
濟
學
K

 

は
適
用̂

為
も
のW

看
做
^

れ

た

V

主
張
す
^

。
'

然
ら
ば
私
の
乙
れ
等
め
答
の
、根
據
は
、
奈
邊
：に
：あ
る
の

.

で
■

あ
る
か
o 

第

：1
_

^

就
い
て
述
べ
む
把
、
：
.

：
ミ

^
が
未
定
問
題
も
於
尤
ァ
ズ
リ
オ
リ
方
法
の
例
ぜ
し
て 

て
み
及
ぅ
。'
そ
の
：揚

合

提

出

さ

れ

た

問

題

は

「

奪
制
思
主
な
る
も
の
は
、
U

を
の
政
治
的
權
カ
を
そ
の
臣
民
の
幸
福
の 

爲
め
^

用
ぅ
る
の
傾
向
が
あ
る
か
そ
れ
セ
も
そ
の
壓
躯
の
爲
め
杈
用
”

ス
る
傾
向
が
あ̂

か
し
の
間
題̂

あ
る
。
ァ
ブ
リ 

オ
リ
方
法
は
乙
れ
が
解
決
の
爲
め
：に
、
：：
人
間
^

就
い
て
の
吾
々
.

の

經

驗

を

試

標

：ぜ

す

る

。
：
入
間
が
を
の
ー
裡
^

置

か

れ 

作

る

種

々

M

る

環

境̂

於

て

，
人

性

が

示

せ

る

捕

向

の

.

觀
察
及
：び
特
代
吾
人
自
身
の
心
中5 :
-

過

ぎ

る

：
を

こ

ろ

の
<

の
\
 

觀
察
は
依
つ
そ
、

「

人
間
は
媒
制
君
主
の
；位
置̂

あ
る
時
？
そ
の
カ
を
恶
用
す_

6

」

ど
結̂

す
る
、如
ち
、：先
.

づ
«
察
ヒ 

俜つ
：：

て：一 :

のi
.

般
原
理
S

V

:
而
ネ
當
面
の
.

對
象
ょ「

办
は
廣
沉
な
る
；人.性

の
-

^

「

事
制
君

'生
：

」

!«
^
她
位

^
あ

^
人
.間
取

即

：ち

、'!特
殊

場

：合

把̂

君

主
.
,な

る

：
一

特

擊

精

：

'̂
.
#
&->
結

論

が

：則

か

れ

愚

系

 

>る
論
法
ほ
^
論
理
學
1:
,
'第
六
_
第
九
章
第
ー
|霸

に

.
於
て 

論
ず
多
經
濟
學
の
*

法
.ぜ
.全
:<
:
同：一

で
：あ

る

ミ

い

は

犮

け

れ

ば

な

ら

ぬ

：。
：。

即

ち
,-
其
處
.
於̂
て
.は
、：

「

人
性
の
法
則
^
. 

外
.界
.の
事
愉
か
ら
推
«
ず
る
Z 
_

ょ
つ
モ
、ベ
吾
等
，は
«
會
現
象
.の
系
の
部
分〔

經
濟
現
象3

を
說
明
す
る
が
出
來
る
' 

で
：あ

ち

ぅ

」

ゼ

述

べ

ら

れ̂
ゐ
名
@
5
^
 ̂P

，：： 137:, Bogie.:: .p.. 

:500
7)

r
而
も
急
の「

論
理
暮」

第
六
編
第
九
章
は
具
體 

的

演

繹

法

を

論

じ

る

啤

2
ろ
',で
：あ

;̂
、
：
：
そ

し

て
I

M

R述

べ

含

'羚

か
;&
引

用

.:
^
办
«
ゐ
^
;
:
:
.
:

若
^
真
.體
的
演
釋
法
^
ァ
'ブ
.リ
オ
タ
方
法
ど
；が
“別
®
の
も
の(

で

あ

る

，な

ら

ぼ

、
，
後

若

に

：就 

;̂
'%
め

.論

が

ノ
 
前

者

の

：
.

n
:
:
1
:
#
a
£
G

n:
擧
w
:
^

第
一
；

一.

十
五
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ar:

九
：
五.

)

シ
エ
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エ
；
ス
，
、
、
、
ル
の
經
：濟

學

方

法

静

.

第
s
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六
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ィ
i
ス
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、
、
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|
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方
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第
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'一
六
八

す

^
:6
:
1
.;^
へ
.；'
#

」

'消
傅
^
依
ギ
ば
:#
體
的
^
釋

：法

樣
 

l
i
.
l
.

.D
^
jc
^
'l
n
'l
:^

^
M

'̂utobiographyv、?

 

』

':
?〕
国

^
問
題
第
35
*
論

文

：
は

：
一

:
;八：：1
1冷

「

クi

ス
；
トi 

V
^

(

タ

-̂
•
;'
?
グ

凝

き
^
發
表
^
れ

^
ゐ
る
。
'*
し
て
更 

.Lf
e

^
j
■
.八
.四
四
：年
n未
定
間
題
L
中
k
.
.採
*
3
れ 

<て
出
版
さ
:^
;2
ぐ

 ̂

八
四
三
_年

 ̂

.出
版
.
れ̂
て
ゐ
名
，。.
,乙
れ

等

め

：：
事

情

：
は

''
;:>

*
つ
^
、，E
侈

；
へ
ネ

.

7
及
^
ボ
：ナ
！
の
斯
馨
杳
ど
才
るタ
併

:1
:
牟

$

:;
;
:ボ
汰
.
.
-
^
如
さ ̂

所

へ
^

。
特

に
.ボ
ナ
彳
が.經
濟
學
：を
真
體
的
演
緯

法
： .

の
逾
用
外k

®
v?
拕

戰

に

就

：
^

て

然 

,呤

で

あ

：，
る
:?
具

體
.助

猶

釋

法̂
於
#

^『

諸

原

因

：
£
.合

放」

な

る

耆̂

る
；
時

；
：
：

.

「

•«
の

脉

夢^
る
'
|原
商

を*
縫

.ビ
す

ぷ

經

濟

學
'が
、
^
め

適

用

外̂
あ

る
^
,の
ビ

考

ぺ̂

yy「

の 

.言
葉

の

中̂
は

ひ

：不

用

意
^

«過
：す

名

時

ぃ

：
か

：
、
る

解

釋

を

も

生

#
[>
め
募
い
も
め
が
見
出
さ
れ.る
。
例
べ
ば
社
會 

寧

：

1

般

^
對
し
そ
>
:經
濟
學
夺る

：.

一:特
.殊
部

門

：
の

存

在

を

；主

：
張

ず

.る
_
:の
如
さ
.‘
ミV

は
，

「

富
.の
願
望」

0
頗
る
有
力 

:

な
る
^
力
.說
す
るS

若
し
.こ
.の
點
は
の
.み
注
意
を
奪
；は
る
,、
な
ち
ぼ
け
ボ
ナ
I:

の
如
き
見
解
が
生
ず
る0
V然
し
乍
ら 

か
<
0如
さ
は
、V經
濟
學
の
：碑
能
?:
力
，'說
せ
ん
$
す
る
特
辣
な
る
：：

j

へ
面
の
議
論
で
あ
る
。
全
般
的
考
察
は
這
個
の
論 

調
が
、
：.，そ
の
所
.說
0
全
部
代
非
ざ
る
Z
ど

を

：
示

す

：
で
：
あ

ら

'.
5
?以
玉

た

依.づ
$
私

は

第'
i
k.

答
. ：：/:

從

；
つ
，
：
て

第

二

問 

>
答

：へ

た

て

ど
.；̂
:な
^
':
0
.:
;

,',
:
.'
,■
::,
:」

.
：
. 

V
- 

,
v 

,
,
.

■•
J 
,.

第11

ー
間
は
耀
に
ミ
ル
の
方
法
砘
論
の
大
舉
置
が
：ら
み
れ
ば
1
頗
る
简
單
.で
あ
る
。
へ
先̂

一
言
せ
る
如
o
、
ミ
, 

は
»
翁
學
的
硏
究
?:
,ー；1植
に
分
0
。
.
4
'
仗
前
提
さ
^
た
る」

2

の
社
#
狀
：態
の
下
'̂
於

.て
、
„
'
:
:
:
靈

 

0 

結
果
を
4
-ず

へ

さ

や論
ず
る
⑷
賺
辦
社
警
着
學で

あ
6
、
-他

は
]̂
の

葡

提:̂
れ
^

る
社
會
狀
_

そ

の.i

の
：、
一
が
如
：可
'

な

る

法

則R
m.
c
v 

p

生
；ず

る

や

を

論

ず

る

：

1

*
社

會

學

で

あ.る
? 

/
歷
.史

的

方

法

は

，
こ
/
の

後

者

忙

對

し

て

適

用

せ

ら

る 

.
S0.
で

あ

る::
::0

こ

の
$
礎

は

人

間

及

.び

社
#
の
.鹰
史
的
發
展
働
で
お
衣
;:
9

#
つ
,

、

^
:
«
_

の
人
_
原
理
?:
:
前
提̂ 

經
濟
學
^
ば
、」

適
用
さ
れ
.得
.な
い
.匕
^
ふ
結
論
化
達
す
5:
:
.
0
'
#
し
乍
^
11
:
會
現
象
は
果
じ
.て
：判
然
，
穂 

で
あ
ら
ぅ
が
。
殊
に
そ
の
謂
ふ
_
會
狀
態
0
意
義
は
、
.槪
念
的
^
明
鶴
次
を
缺
，い
：て
ゐ
る
も
の
で
あ
.る
。
ソ
1.社
會 

智
識
程
度
道
徳
的
敎
藜
吹
程
度
階
級
相
互
の
關
係
富
及
び
^
の

分

配

の

狀

態

攀

、：：：：

爾

較

的

重

要̂
る
：社
會
的
事
賞
又 

は
現
象
の
蚤
部
の
同
時
的
狀
態
.で
あ
る
ビ
い
ふ
に
ー
過
ぎ
な
か
。
.殊
R
富
の
分
配
の
狀
態
の
如
さ
は
ぞ
れ
自
身
で
、
經 

濟
學
の
對
象
忆
る
も
の
で
»
な
が
ら
ぅ
か
。':
'
'私
有
財
鋒
制
の
如
さ
は
如
何
？
ぞ
れ
ミ
も
_
會
狀
態
^
る
言
葉
0 ;
表
明 

す
る
個
々
の
事
實
は
、
各
特
殊
科
學
の
.對
象
で
あ
A
、：f
:の
粽
括
的
硏
究
が
社
.會

學

で

あ

：る
、
？

：

い
.：

ふ
：
^
^
^

け

れ
^
も

、
、
、
：：
ル
^
侬

れ

ば
::
"
特
殊
社
會
科
學
は
、
'.
':ー：定
め
：社
會
狀
態
を
前
提
ず
る
も
の
で
あ
6:
タ
.そ
れ
故
に
> 
も
の 

前
提
^
れ
た
る
內
容
.?
:

#
殊
社
會
科
學
が
論
ず
る
；ぢ
い
：.ふ
の
ば
矛
盾
^
あ
：る
*
.に
恩
：は
れ
.る
.が
^

答
べ
る
も
の
は
、.
ミ
ル
^

^
が
如
何
^
己
れ
を
取
扱
つ
た
が
で
あ
る
？
換
言
す
れ
ば
、
.ム
、の
經
_
學
方
法
論
^
非
ず 

b
て
實
際
に
^
れ
'6
方
法
.を
；の
も
の
で
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
。
ミ

y

の「

經
濟
學
原
.理
し
は
乙
れ
k
對
し
て
如
何
な
る
解 

答
を
與
へ
る
も
.
の
で
あ
レ
ぅ
か
、へ
乙
れ
は
私
が
稿
を
新
た
k

u
て
：答
.へ)

る
べ
：ざ
課
題
で
あ
^

o
•:
:
:
:
.
:
.
へ

，
：，'.
.
 ̂

.
;

へ
ミ
ル
の
方
法
論
が
夺
の
先
人
及
同
時
代
：の
：人
達
の
を
れ
仏
比
較
し
で
：、〗

を
の
.赓
ざ
及
び
深
3
化
於
て
:"
!

^

傑
出
せ
る
も
の
で
^
る
乙
$
は
論
^:
俟
/2
な

い

。
：
併

し

乍

ら

、
：
へ
ミ

^
以
長
所
で
奴
る
あ
拼
&
勉
所
で
あ
る
~:
元
的
立 

場
は
,

方
法
論
に
於
.て
が
亦
顯
著
で
あ
ふ
。
-:
'
:
0
ァ
ブ
^
ォ
ブ
推
論
ヒ
以
で
最
要
な
6:
;
方
法
_
論
1:
:
乍
&
.、
#

を
|の
.洁
論 

の
眞
僞
の
判
定
を
力
ポ
メ
>,
ソ
ホ
7
に
求
め
ん
ざ
す
る
が
如
き
、，：.：蒐
角
批
難
5:
蒙
6
易
ぎ
®

'̂
^
て
、

マ
名
ラ
ゥ

第
二
十
五
卷(

ニ
：九
七〕

ジ.H

ィ
i
ス
•
ミ
ル
の
鸫
徵
舉
方
法
論
 

一

彥

號

ニ

ハ

九



笫
ニ
十
s'
卷

(

ニ
九
八)

S

ィ
•
エ
ス
-
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の

舞

.學
方
掛
論
 

第

二

：瓢

ー

七0

ド
0:
.如
き
も

z 

f
t 

 ̂

 ̂

 ̂̂ 

^
^
0 

0
-
,

或
'味
亦
ィ
ダ
ダ
ラ
ム
於
搰
痛
せ
ふ
如
ぐ「

或

1#
は
ミ 

:

着5
經
濟
學
f
efi
l
^
.
t
i
tf
c
會
學
が
©:
切
離
ざ
れ
.f2
る
4
部
門
な
M 
表̂

^
;0
"然
る
^
他
龙
崧
於
戈
彼
の
織
濟
譽 

廒

»
0表
題
啟
、
麻

濟

學

馨
<>
:砒
聲
_
學

の

：
：
；
一

.部
^
1>
'

^

，
夺

怍

ゆ

か
の
勿
会
疑
；s
fc
:
起
さ
し
め
.る

:;
9

か
ぐ
で
論
理
妳
•
面
に
於
.で
_
理
論
的
.一.
.廊
咬
於
«*
,
を
を
等
レ
>
,̂」

彼
は
一
一
つ
.の 

意

見

办

間

に

立

づ

も

：の

で

あ

a.
:』

：然

を

結

局

：
>、、
廣

は«
の
：方

法

論

ぼ

關

：し
^

^J(Ingram'Hfstor
r̂or.poI.ECO.P. 
I
sン

'
‘へ：：
'
dふ
”
一一“
.
V

「

へV
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-

■
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“

：
へ
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ヨ

シ
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は

私

ら 

く
英
國
經
濟
學
方
法
論
.

ゆ
權
威
躲
.

を
敎
_

書
で
あ
つ
佗(

：̂;
-y
n

&

:

_

^

i

h

M

t

H

o

d

v

t

^

^

^

つ
ス 

4
:
4
'
:
:
:

タ
'
^

べ
6-
:
れ
た
る
®
濟
學
の
.性
質
を
確
定
1>
、；
且
0
明
述
^

_
而
し
て
か
ぐ
確
定
次
れ
た
る
悔
«
如
&:
>
:
>
之

纪

適

當

な

る
 

論
潘
盼
方
法
^
演
繹
.
公
ぎ
史
る
»
で

あ

客

訖

；第

_
〕 

"
.：：，：：.
'
.
:
へ：
 

t

ゲ
ァ
ー
シ
ズ
S

へ
ば
經
濟
學
，

レ
ゾ
；ズ
大
佐
のg
ペ>0
 f
 
く
；
旣
に
€
の
諭
爭
.の
_

代
を
經
過
,
る
も
の
^
非 

ず
し
て
、：
尙
、
.未
だ
定
ら
客
る
の
狀
態
ぬ
在
を
も
の
で
お
る
>?
.
が
。
0:
如
き
忧
_
濟
學
.の
實
地
的
成
.功
に
依
つ
て
.、
 

當
初
斯
學
の
有
せ
^
嚴
格
£

で
論
理
的
な
メ
タ
震
が
次
第
.に
放
棄
せ
^
れ
で
：？
益
ケ
：統
計
的
性
質
を
帶
び
來
れ 

る
に
侬
5:
♦
の
で
あ
る
：'
0
丽
1>
で
所
謂
厭
.理
上
の
#
攀
：

斯
學
の
哲
學
妳
方
法
に
就

^
で
の
嘗
參
ゅ
相
衝
に
、
会

.

の

原

因

が
.見
出

さ

れ
.る
ヒ

o
-

^
w

—
aBMaB8g

a
s
M
g
B
5L....at̂

iMiMsaB8u.amJtKmAi&HaMaBea

.，'
，■'ゲ
芯

ビ

ズ.版「

氍

«
學

の
#

«
、
限

界

：及

び

贫

定

な

る

方

法

を

論

ず

る

R
常 
'つ

て

じ

偷

理

的

•
宗

教

的

•
心

现

的

諸

問 

題
は
之
を
着
過

:̂
去
ふ

^
共
に
？

ー
ー
沐
政
靡
學
ゆ
主
趟
拎
る
富
味

ソ̂
科
學
的
取
扳
を
受
妒
得
る
も
の
な
み
事
：

--一，、 

を
の
生
產
及
び
分

配
の
法
則
が
存
在
ず
る

.乙
.̂
、
.三
、
：人

類

は

ダ

の

，乘

業

的

活

動

_
於
て
は
、,
單
な
る
氣
紛
れ
や
偶 

然
事
に
支
配

^
れ
ず
し
て
、
廣
く
絕
；ぇ
ず
作
用
し
、

〗

^
の
故
に
發
見
ぎ
れ

“
分

_

$れ
、：.
^
じ
て
爾
徵
の
演
繹
の
原 

理
？
じ
.

V

役
立
於
し
め

#
ベ
ぎ
讅
動
機

R
支
：配
.さ
れ
.る
..事
、
闽

、
人
類
行
像
の
諸
法
則

e
諸
動
機
の
硏
究
ぱ
宼
翁
*偷 

理
の
情
操
及
び
義
務
ビ
赀
反
じ
なS

#

の
三
.つ
を
、
.旣
k
承
認
さ
れ

.だ
ん
の
.

V

看

做

あ

の

'で

あ

る

タ
^̂

ヶ
ァ
ン
ズ
^
亦
ぢ
办
先
人
達
の
如
く
、
V學
も
術
ビ
：を
：區
別
U

?
經
濟
學
於
學
に
し
で
術
^
非
ざ
る
も
カ
說
す
る
9 

經
濟
學
ぬ
物
'现
學
や
化
學
.が
科
學
た
る
わ
同
じ
*
味
^
於

^
を
科
學
で
あ
る
。
從
つ
：て
そ
れ
は
實
際
的
目
的
を
有
し 

芯

^
。
た

^
興
る
處
ば
"
經
$

の
主
題
：が
：霄

0 ;
讅
事
業

1?
.あ
系

ぬ

過

ぎ

な̂

:

ゆ
結
果
.で
あ
0 :
免

、
：
"
爾

者

ゆ

間

^
ば

,
定
.衣
難
办
&
合

が

：
ぁ§
?

明
に
す
6 ;
妃
存
す
旮
$
德
久
て
«;
濟
學
ゆ
.一:切
の
»
際
問
題
の
爾
說
に
_
魏
1>
'
.次

^

ー̂

價
値
判
：̂

を
れ
ば
1

« ;
特
.殊
の
事
鸷
_
隱
^
で
，
を
の
_
果

ば

.ま<:
;?̂

务
べ
へ
し
を
述
べ
：
を
:̂
-
0 .
:で
知

が、
0 

菊
ゆ
形
成
ゆ
爲
め
に
材
样
5:
;
興
へ
る 

p
^:
î
:
y々

_
_
、̂

0

_

«

t

l

^

R
ii
:

t
5 ;
^

:
:

學
由
し
^

_

濟
學
は
如
何
恕
る
科
學
■

門
_

屬
贫
？
ざ
で
あ
ふ
か
^

な
れ
ゲ
：,

ン
ズ
.が
答
へ
^ .
6

す
5 ;
第「

S .
.問 

題
で
鉍
る
J

则
述
ゆ
如
ぐ
歡
弍
ン

•

ス
チ
ュ
ヮ

|

ト
：
、
ル
は
«

»

學
於
物
物
«

乾
の
結
合
的
成
果
を
：論
ず
“

0;

で
：

'

は

知

る.於
マ
結
局
兩
者
の
_

則中
、

^
か
板
則
が
&

學
矻
屬
す
；る
も
の

あ̂

々

、ノ
從 

に
靨
龙
$
も
の
^
あ
を
な
を
を
生
：張
し
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'
:

私

形

ネ

ォ

き

艰

之

に
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ー

じ

だ
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'
蒗
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管

u

ヶ
f
ン
ズ
は
^
篇

對

じ

、，經
濟
學
は
物
的
法
則
化
»
し
て
も
心
的
法
則
^
對
し
て
も
、
-同
襟
^
關

證
 

立

つ

も

め

：で

，、

」

從
0
:で
物
的
科
學
の
籁
疇
把
も
> 
精
_
科
學〗

の
範
疇
比
如
爾
せ
ず
し
1:
、：'
'
1,種
办
中
間
的
也
位
に
隹 

る
も
の
で
あ
る.VJ

，
ぶ

固

ょ

々
E

*
學
の
主
M
ば
富
で
お
.
o
^
v
:
貧
は
.
的
»
象
：1'
办
成
.み
ん
->
然
^

^
は
4
/^1
#

, 

の
藤
象
が
■
的
な
る
が
故
^
な
ぐ
ぃ
，.價
値
ゼ
有
.す
る
が
故
.で
#
る
。5
.價
値
を
は
精
神
^
依
づ
て
■
象
に
與
：ベ
ら
れ
2 

屬
性
ガ
あ
る
。
ム
ぐ
_
經
濟
學
.の
*
題
ぱ
«
合
的
_
質
を
有
ず
を
が
の
そ
あ
：ぢ

乏

^
關
ず
或
法
則
尤
物
心
兩
法
則 

に
等
じ
く
依
存
す
.る

故

晨

_
學
は
二
種
の
中
.間
的
地
位
を
占
め
、.
且
众
、
廉
史
_
硏
究
及
2

般
的
漏
會
的
奸 

究
を
抱
含
す
.る
.

1

種
め
硏
究
に
_
せ
ら
る
ベ
さ
も
^;
で
あ
：る
ヴ
ぞ
の
主
題
は
物
的
心
现
的
及
次
精
神
的
諸
法
則
の
結
.

合
S

.

I
合
的
諸
'現
象
£

て
ゲ
そ
の
職
能
i

翁

3

.̂寒
 

.る
乙
^
で
あ
.る(ibicL p.. 

5
2
5
.

參
れ

§
%

此
等
^:
&
則
奇

ば
前
提
の
眞
|

を
立
證
し
、：：次
い
：5

象
を
說
明
ず
：£

^
足

 ̂

.

.

1

の
中
間
的
地
位
を
占
^
な
科
學
た
る
經
濟
學
は
現
實
的
科
學
私
ヶ
や
假
說
的
科
學
な
ヶ
や
。
：
、、、ル
は
後
者
な
 々

?
主
張
し

-:
:
シ
i

:
ォ
デ
：は
前
者
な
|

云
0

«
。
グ
.

K

參

は

单

率

迄

の

'

1

方
篤
す
る
を
避
け
、先
づr

菊

實

的」

及

び「

假

說

的」

な

馨

奪

：幾

實

蛋.る
。
ュ
ヶ
デ
麗
^
福

ば

、
.
：
乙

续

兩

議

•

「

一:

科

學

の

前

提

及

び

結
論
に
就
.

S

て

用

ゐ

ら

れ

る

：。

»

學

が

：假

說

的
€

い

は

れ■

ば

、
、
；
^

の
'

前

堤̂

關
じ
て
い
ば
れ

_

で
あ
る
o

之 

K

對

し

、
：
，
令

の

前

提

が

-

然
の
現
實
的
事
實
の
中
k

置
か
擊
あ
る
科
學
お
現
實
的
|

ふ
の
で
あ
る
。
€

論
|

ゆ

て

貢

は4
る

場

合

に

：
は

、

-:
:
凡

そ

演

繹

推
.，
わ

容

れ

得

る

耸

で

化

發

達

せ

る

f

切

：
の

自

然

科

學

は

良

^
令
で
あ
るo 

之
對
し
て
取

k
歸
納
に
の

•̂
依
賴
す
を
龙
度
の

.科
學
が
現
貪
的
ど
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
經
濟
擧
は
ぞ
の
前
良
が
，

可
_
^
c
#
:«
ft
を
^
似
^
ど
:t
l
\ 

k 

■

•
:
,
,
^
^

-8
論
11
.外
«
，目.然
\の
..事

.
»{̂「】

：
致

す
 

>る
«
も
し
な
'い
事
も
.、
あ
る
.故
に
、
假 

說
的
で
あ
^
化
過
ぎ
な
い
。
從
•っ
：y

»
濟
.學
は
前
提
火
關
t
i
K
A
:
か

:;
^
.結

論

に

_

し

て

 
一

K

ぶ
か
.
ょ̂
^

:

的
ミ
も
去
は
れ
、'
«職
的
と
1

_

4:#
:e
>
れ
ぶo

け
れ
r
も
，

v

の
前
提
は
經
濟
學
特
有
の
.も
の
で
は
な
い
。
故
に
經 

‘濟
學
は
そ
の
結
論
に
着
0
し
；て
.假
廉
的
眞
现
の
4
體
：系
ど
み
る
べ
ズ
、.：：從
っ
て
：假
說
的
科
學
の
裡
に
分
類
せ
ら
る
べ 

為
で
あ
る
。

 ̂

 ̂

ー
ク
，

“

か

;<
の

意

味

に

乘

て

經

濟

學

蒸

の

如

べ

定

義

;^
れ
る
ホ
▲
性
め
諸
原
理
、
外
界
：の
物
的
諸
法
則
並
び
S

 

多
の
人
間
植
會
め
欢
治
的
及
^
社
會
激
狀
態
を
窮
揭
娜
事
實
^
し

て

承

認

し̂
以
セ
之
^

の
結
合
的
作
用
ょ
み
結
果 

す
る
、5

富
の
迷
逄
及
び
分
配
'の
.諸

浪

則

を

硏

洗

す

名

學

J.

又「

人
性
め
諸
原
理
、V

外
界
の
諸
法
則
及
び
物
的
政
治
的
社 

會
的
出
部
事
の
.中
に
於
て
？
：.富
：

f

生
.遽
及
び
分
配
の
法
則
を
、
：
そ
の
原
因
に
ま
で
迎
る
料
學」

ど
9 .
0:
4

.7
1
>

か
ズ
觉
義
孟
炎
石
0

0

舉
は
如
有
な
^
方
法
を
以
て
硏
究
せ
ち
る
べ
'

§
潔

る

か

o
ヶ
ア
ゾ
ズ
は
之
k
對
し
て 

歸
納
法
は
.：全

く

不

適

當

U

し

て

、■を
は
演
釋
法
^
依
っ
て
爲
3
れ
る
ベ
さ
を
カ
說
す
る
。
先
づ
歸
納
法
排
除
の
論
を 

聞
く
に
世
に
は
經
濟
•
ば
：歸
納
法
' ^

依
ゥ
ば
研
^
オ
,
し
名
M

<

裏

ぁ

:^
。
，然
も
歸
納
法
な
:6
語

に

は

寬

嚴

ー

一

樣 

の
意
诛
が
あ
る
。
例
へ
ば
ミ
•
の
咖
ぶ
_

歸
納
嫩
論
理
は(

軍
^
、『

如
«

^

4そ
自
然
^
法
則
5:
確
知
す
る
か』

の
み 

な
ら
ず
、
之
士
.確
知
^
72
:̂
礙
.、
，‘そ

-:
0
結
课
;^
ま
で
之
.を
追
隨
す
る
乙
^
を
含
む
-

^
ぃ

ふ

。
，
然

し

乍

ら

K

アX

ズ 

^
依

办

ば

、
.
：か

ズ

解

せ

：ら

れ

た

石

歸

难

法

は

«
繹

法
.の
»
立
を
：爲

す

も;'
0
'で
な
い
、
：そ
れ
は
演
繹
法
を
も
包
含
す
る 

も
め
で
あ
.るW

。

ヶ
ア
タ
ズ
め
:*
釋
は
正
^

s

oミ
‘

グ

は

直

觀

的

衣

ら

ざ

：る

：
ー

.，
切

の

眞11
そ
以
て
、：
^
ぐ
歸
納
ょ
 々

の
.み
來
る
ズ
做
し
？
. 

j

切
の
推
理
及
'び1

切
の
自
朋
な
ら
ざ
る
眞
理
の
發
見
を
以
て
、：歸
納
及
び
歸
納
の
解
釋
な
3

.

«
1十
5

Q101

)

ジ
ェ
ィ
丄
ス
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輕
濟
學
方
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^
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S

M猶
.學
:̂
法

論

PUSI 

1

じ
四

;
ヒ
ず
^
芩
の
_
ぁ

る

け_
叱
龙
_
ヤ
_
ふ
_

#办
$
る
：廣
項
な
^
满
め
竣 

女
別
出
す
¥
い
ふ
观
幾
^
廣
け
^
4
::
0
%
ぁ
る
。：
か
、
义
屬
義
め
旖
納
每
は，
^^

何

繁

ち

慕

濟

魂

象

め

如

i

;»
ず

■

蒸

讀

納

法

を

適

^
す

j

s

s
露

■

能
S

け
れ
ば
I

な

'

か

が

，
ダ

夂

れ

は

猶

餐

學

者

に

»

し

、
て
：
.繁

，
絕
對
に
拒
茂
れ
赛
^
え

^
试
：_

%
ぬ
。，
從
,
て
;#
が歸働固執する限

A
、
_
は
：單
な
る
«
驗
的
；法
則
;-
£
1
_上
：に
進
み
得
な
い
：〔

こ
め
^

沐
ダ
タ
等
は
ヨ
グ
遺
援
洲
翁
は
^
故
乘
餐
猶
傳
为
取
淑
ス
問
輝
の
獬
谈
辱
段
ミ
し
て
は
猶
納
法
は
全
く
不
適
當
で
ぁ

,

名

荔

變

P
'

雾

：パ:;
;
.ド

'.
.い

漏

r 

じ

ら「
：”：':■」

 

-

:

询
^
骓
講
學
者
は
實
驗::
5
:听
^

_
が
相
來
^

い;0
«

し
^

の
代
^
に
窮
腐
餉
諸
原
因
の
知
識̂
得
る
爲
め
^
努

, 

汴
※
め
必
澳
な
く
、
.之
を
他
於
諸
浙
.學
ル
/?
>
採
;̂
推
^

,:
,
'ミ
れ
ょ
6
出
發
す
る
の
利
便
を
有
：す
，る
。
換
言
す
れ
ば
經

濟
學
の
前
濟
は
他
:0
知

識

部

門

勿

結

論

，ビ

避

接

親

象

4
で
；ぁ
る
。
へ
從
り
て
經
濟
學
の
前
提̂
於
て
：は
>
自
然
科
學
の

■̂
^
的
«
迦
^
#

^
に
用
カ
^
名
み
歸
納
法
^
全
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實
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假
說
を
用
ゐ̂

事
は
自
然
科
學̂
於

て

も

行

は

れ

る

が
、
.
.
を
め
意
味
が
異る
。
自
然
科
學
は
於
て
は
窮
局
的
原
因
及
び
法
則

^
到
達
す
る
手
段
ヒ
し
て
&
ゐ
，
る

が

、

，
經

濟

與
^

身
て
.は

：
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；
假

說

，
は

餐

|
者
.
對
.し
旣
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不
*
の
著
#
を
與
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ん
が
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で
ぁ
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的
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猶
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須
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る
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^
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^
は
事
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本
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さ
も
’の

で

漆
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^
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^
濟
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^
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說
狀
決
し
^
ぺ

^
然
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摩
に
於
け
る
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く
フ
锻
爵
的
股
因
及
び 

法
則
の
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：爲
め
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は
用
ゐ
ら
れ
な
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結
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眞

理

た

る

は

业
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を

得

な

い
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か

、
る

制

限

は

惟
6
經

濟

舉
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み
な
ら
ず
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1切
の
科
學
法
則

^
就
い
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許
3
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
云
ふ
迄
も
な
く
、
假
說
實
驗
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條
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過
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推
測
上
の
缺
陷
等
の
危
險
が
伴
ふ
。
而
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て

^
め
缺
勲
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ふ
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は
檢
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あ
るCP' 93
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檢
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^
れ
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。
旣
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^
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學

R
於
て
>
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訴
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ら
る
、
ば
茈
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の
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さ
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法
に
於
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の
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あ
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が
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れ
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張
^
れ
た
る
傾
向
が
前
記
の
.材
料
ょ
6
の
必
然
的
結
果
^
し
で
生
.ず
る
事
が
示
^
れ
る
事
k
依
つ 

て
樹
立
^
れ
る
。
_從
つ
て
を
の
論
理
過
程
に
し
て
正
當
な
ら
ば
ノ
經
濟
學
徇
推
理
^
於
て
は
、
賴
る
べ
き
も
の
は
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的
又
は
物
的
法
則
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ(
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經
濟
學
の
法
則
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質
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の
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ら
ば
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次
の
問
題
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等
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法
則
が
如
何
程
玟
で
經
濟
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象
の
說
明
に
役
立
つ
か
で
あ
.る
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濟
現
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の
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る
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又
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的
原
理
に
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叨
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6
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^
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ら
ぬ
。
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^
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す
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何
故
な
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常
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現
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ず
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气
又
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篇
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得
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す
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滿
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濟
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。
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先
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ヶ
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濟
學
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法
則
も
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せ
る
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然
科
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法
則
も
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濟
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こ
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現
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用
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